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今
回
の
講
座
に
参
加
し

て
、
内
容
は
分
か
り
ま
し
た
か
？

　
政
府
が
「
こ
の
30
年
間
に

東
南
海
・
南
海
地
震
が
起
こ
る
確

率
は
50
〜
60
％
」
と
発
表
し
た
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

　あなたは地震に備えてどのようなことをしていますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(複数回答)

非
常
時
持

ち
出
し
品

の
常
備

非
常
時
の

食
糧
の
確

保 避
難
所
や

避
難
路
の

確
認

非
常
時
の

家
族
の
安

否
確
認
の

取
り
決
め

家
具
の
固

定 自
宅
の
耐

震
化

　今後の防災対策として、行政が一番にすべき
　ことは何だと思いますか？

　
３
月
25
日(

日)

、
午
前
９
時
42

分
ご
ろ
石
川
県
で
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
、
同
県
内
各
地
で
震
度

６
を
観
測
す
る
な
ど
、
北
陸
地
方

を
中
心
に
広
い
範
囲
で
震
度
３
以

上
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震

で
、
同
県
で
１
人
が
亡
く
な
り
、

同
県
や
富
山
県
な
ど
で
約
３
０
０

人
が
け
が
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

倒
壊
な
ど
損
壊
し
た
建
物
は
約
３

０
０
０
棟
に
及
び
ま
し
た
。

　
地
震
か
ら
１
か
月
余
り
、
被
災

さ
れ
た
方
た
ち
は
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

一
刻
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
地
震
は
他
人
事
で
は
な
く
、
近

畿
や
四
国
な
ど
で
も
、
東
南
海
・

南
海
地
震
が
今
後
30
年
以
内
に
50

〜
60
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
20
日(

火)

、
政
府
の
中
央

防
災
会
議(

会
長
・
安
倍
晋
三
首

相)

が
策
定
し
た
東
南
海
・
南
海

地
震
発
生
時
の
支
援
計
画
に
よ
る

と
、
地
震
が
冬
の
早
朝
に
発
生
し

た
場
合
、
静
岡
県
か
ら
宮
崎
県
ま

で
広
域
に
わ
た
っ
て
約
36
万
棟
が

　
東
南
海
・
南
海
地
震
発
生

の
23
分
後
、
み
な
べ
町
の
沿
岸
に

５
・
８
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
押
し

寄
せ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

の
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

　今後の防災対策として、
住民にとって何が一番
大切と思いますか？

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
平
成
16
年
10
月
に
起

こ
っ
た
新
潟
県
中
越
地

震
に
続
い
て
、
今
回
も

被
災
地
へ
出
動
し
た
民

間
救
助
隊
・
梅
の
郷
救

助
隊
長
の
尾
﨑
剛
通
さ

ん(

西
岩
代)
に
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　「
隊
員
５
人
と
現
地
へ

の
往
復
も
含
め
て
４
月

２
日(

月)

〜
５
日(

木)
、

一
番
被
害
が
大
き
か
っ

た
石
川
県
輪
島
市
門
前

町
で
倒
壊
家
屋
の
片
付

全
壊
し
、
死
者
約
１
万
８
０
０
０

人
、
重
傷
者
約
２
万
人
、
避
難
所

生
活
者
は
約
５
０
０
万
人
に
及
ぶ

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
和
歌
山
県
内
の
死
者
は
約
４
６

０
０
人
、
避
難
者
は
約
23
万
２
３

０
０
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

け
な
ど
を
手
伝
っ
た
。
現
地
で

は
、
門
前
町
の
一
地
域
が
自
主
的

に
立
ち
上
げ
た
対
策
本
部
に
入

り
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
に

従
っ
て
活
動
し
た
。
そ
の
対
策
本

部
の
立
ち
上
げ
方
、
そ
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
要
請
・
受
け
入
れ
・

振
り
分
け
の
仕
方
に
は
大
変
感
心

し
た
し
、
参
考
に
な
っ
た
。

　
前
回
と
今
回
の
出
動
を
通
し
て

思
う
こ
と
は
、
も
し
地
震
な
ど
が

起
こ
っ
た
場
合
、
復
興
に
必
要
な

の
は
最
終
的
に
は
地
元
の
力
だ
と

い
う
こ
と
だ
。

　
そ
の
た
め
に
は
各
地
域
で
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
人
の
養
成
が
必
要
だ

と
思
う
。
リ
ー
ダ
ー
が
情
報
を
整

理
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
束
ね
れ

ば
住
民
も
安
心
す
る
。

　
そ
れ
に
、
東
南
海
・
南
海
地
震

が
起
こ
っ
た
場
合
、
国
や
県
の
公

的
支
援
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
も

す
ぐ
に
は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
地

元
リ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
る
し
、
お
互
い
助
け
合
う

共
助
の
体
制
づ
く
り
も
急
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
」。

　　

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

他のボランティアと共に倒壊家屋の片付けを
する梅の郷救助隊員

　
地
域
は
も
と
よ
り
、
地
震
へ
の

備
え
は
家
庭
で
も
必
要
で
す
。
で

す
が
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
皆

さ
ん
が
準
備
し
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

　
町
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
や

防
災
に
つ
い
て
の
講
座
を
各
地
域

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

折
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
記
入
も
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
平

成
17
年
９
月
か
ら
18
年
12
月
に
か

け
て
７
地
区(

西
本
庄
・
山
内
・
東

吉
田
・
芝
・
晩
稲
・
埴
田
・
気
佐

藤)

で
行
っ
た
講
座
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
紹

介
し
ま
す
。

　
問
２
の
東
南
海
・

南
海
地
震
が
今
後
30

年
以
内
に
50
〜
60
％

の
確
率
で
発
生
す
る

と
い
う
の
は
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
ご
存
じ

で
し
た
。

　
し
か
し
、
問
３
の

地
震
発
生
時
に
津
波

が
押
し
寄
せ
る
と
い

う
の
は
、
半
分
の
方

が
「
知
ら
な
か
っ
た
」

と
回
答
し
て
お
り
、

津
波
が
及
ば
な
い
で

あ
ろ
う
地
域
ほ
ど

「
知
ら
な
か
っ
た
」
方

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
４
、
地
震
へ
の
備
え(

複
数

回
答)
で
は
、「
避
難
所
や
避
難
路

の
確
認
」
や
「
非
常
時
の
持
ち
出

し
品
の
常
備
」
は
割
合
多
い
で
す

が
、「
家
具
の
固
定
」
や
「
自
宅
の

耐
震
化
」
は
か
な
り
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
問
５
、
住
民
に
と
っ
て
一
番
大

切
な
防
災
対
策
で
は
、「
自
主
防

災
組
織
の
活
動
」
25
％
、「
近
所
で

の
助
け
合
い
を
含
め
た
避
難
訓

練
」
36
％
と
地
域
の
共
助
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
問
６
、
行
政
が
一
番
に
す
べ
き

防
災
対
策
は
、「
迅
速
な
情
報
伝

達
や
避
難
誘
導
」
49
％
と
、
地
震

後
の
す
み
や
か
な
対
応
が
行
政
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
が
起
こ
っ

た
！
家
族
は
？
友
人

は
？
み
ん
な
無
事

だ
っ
た
。
自
宅
も
無

事
だ
っ
た
。
あ
あ
、
良

か
っ
た
…
。
で
も
、
そ

こ
か
ら
不
自
由
な
生

活
が
始
ま
り
ま
す
。

　
東
南
海
・
南
海
地

震
が
起
こ
っ
た
場
合
、
電
気
や
水

道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
停
止

し
て
し
ま
う
の
は
確
実
で
す
。

　
地
震
発
生
後
、
県
へ
派
遣
さ
れ

る
救
援(

警
察
・
消
防
・
自
衛
隊)

人
員
は
１
万
１
２
９
０
人
、
支
援

さ
れ
る
食
糧
は
約
４
１
０
万
食

(

１
週
間
分)

な
ど
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

(

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く)

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
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し
か
し
、
こ
れ
ら
の
救
援
や
支

援
が
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
来
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
よ
っ
て

は
何
日
も
か
か
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
も
同

様
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
救
援
や
支
援
が
来

る
ま
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧

す
る
ま
で
の
間
、
困
り
果
て
な
い

よ
う
に
、
普
段
か
ら
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
こ
の
場
合
、「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
」
と
ま
で
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
が
、
備
え
を
し
て
お

け
ば
地
震
が
発
生
し
た
と
き
随
分

心
強
い
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　「
こ
れ
だ
け
は
」
と
い
う
備
え

を
次
に
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は

当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
の

こ
と
な
の
で
す
が
、
前
ペ
ー
ジ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
お
分
か
り

の
よ
う
に
、
準
備
し
て
い
る
方
の

ほ
う
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
広
報
紙
を
読
ん
で
「
よ
し
、

さ
っ
そ
く
準
備
し
よ
う
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
震
度
５
弱
の
揺
れ
で
不
安
定
な

置
物
が
倒
れ
、
５
強
で
食
器
や
本

が
落
ち
始
め
ま
す
。
６
弱
以
上
で

は
多
く
の
家
具
が
転
倒
し
、
７
で

は
テ
レ
ビ
な
ど
が
飛
び
ま
す
。
地

震
が
起
こ
っ
た
ら
、
家
具
が
凶
器

と
な
る
の
で
す
。

　
起
き
て
い
る
時
な
ら
机
の
下
な

ど
に
逃
げ
込
め
ま
す
が
、寝

て
い
る
時
は
そ
う
も
い
き

ま
せ
ん
。家
具
の
下
敷
き
に

な
り
そ
う
な
所
に
寝
床
が

あ
る
方
は
、す
ぐ
に
家
具
の

配
置
替
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
配
置
替
え
が
難
し
い
な

ら
、家
具
が
倒
れ
な
い
よ
う

に
金
具
な
ど
で
固
定
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
家
具
の
高

さ
は
な
る
べ
く
低
く
し
、重

い
も
の
は
下
方
へ
入
れ
て

重
心
を
低
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
日
の
昼
間
に
地
震
が
起
き
た

り
す
る
と
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
り
が
ち
で
す
。
普
段
か
ら
家
族

内
で
非
常
時
の
集
合
場
所
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
後
、
真
っ
先
に
困
る
の
が

当
座
の
食
べ
物
や
日
用
品
で
す
。

救
援
物
資
は
す
ぐ
に
は
届
き
ま
せ

ん
し
、
届
い
て
も
人
数
分
に
は
足

り
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
数
日
分

の
食
糧
や
水
を
用
意
し
て
お
け
ば

心
強
い
で
し
ょ
う
。
用
意
し
て
お

く
の
は
パ
ッ
ク
ご
飯
、
缶
詰
や

　

　４月３日(火)、みなべ町
消防団の団長退団式と辞令
交付式が行われ、川中唯生
団長(山内)が退団し、新団

長に硲幸男さん(清川)が就任しました。川中さんは
昭和34年に旧町消防団に入団以来、町の防災のため
に尽くしてくれました。ありがとうございました。

山田町長から記念の纏(ま
とい)を贈られる川中さん

硲さん、これからよろしくお願い
します。
　なお、町消防団は４月から組織
改編を行い、７分団編成から８分
団編成になりました。組織図など
は広報６月号でお知らせします。硲 幸男新団長

カ
ッ
プ
麺
な
ど
の
レ
ト
ル
ト
食

品
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
な
ど
が

あ
れ
ば
十
分
で
す(

時
々
賞
味
期

限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い)

。

 

そ
れ
か
ら
、
湯

を
沸
か
し
た
り

簡
単
な
調
理
が

で
き
る
よ
う
に
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
が
あ
れ
ば
大

変
重
宝
し
ま
す
。

　
大
地
震
が
起

こ
っ
た
ら
公
共

機
関
は
ス
ト
ッ

プ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
町
外
の
会

社
や
学
校
に
い
る
時
に
地
震
が
起

こ
り
、
歩
い
て
帰
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
に
備
え
、
自
宅
ま
で

の
道
順
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　
地
震
直
後
に
は
電
話(

携
帯
電

話
も)

は
な
か
な
か
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
役
立
つ
の
が
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
災
害
時
の
「
１

７
１
」
に
電
話
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

(

音
声
案
内)

に
従
っ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
録
音
し
て
お
け
ば
、
家
族
や

親
類
、
友
人
に
自
分
の
状
況
が
伝

え
ら
れ
ま
す
。

※防災に関するお問い合わせ、防災講座の申し込みは、役場総務課
　(℡72-2015)へどうぞ

（
家
具
固
定
の
一
例
）
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平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
年
度
末
の
予
算
額
は
合
計
１

４
８
億
５
６
７
６
万
１
千
円
に
な
り

ま
す
。

　
一
般
会
計
96
億
７
７
８
６
万
３
千

円
の
う
ち
収
入
済
額
は
70
億
４
５
５

万
６
千
円
で
、
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
〔（
）
内
は
予
算
額
に
対
す

る
収
入
割
合
〕。

▼
町
税
14
億
１
５
６
０
万
５
千
円(

１

０
１
・
１
％)

▼
地
方
交
付
税
34
億
８

４
１
８
万
９
千
円(

１
１
０
・
２
％)

▼
使
用
料
及
び
手
数
料
８
８
６
８
万

５
千
円
（
83
・
４
％
）
▼
国
庫
支
出
金

２
億
７
９
４
０
万
７
千
円(

52
・
０

％)

▼
県
支
出
金
２
億
６
２
１
０
万
７

千
円(

26
・
３
％)

　
支
出
済
額
67
億
７
４
５
９
万
２
千

円
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す

〔() 

内
は
予
算
額
に
対
す
る
支
出
割

合
〕。

▼
総
務
費
６
億
２
９
９
３
万
６
千
円

(

61
・
３
％)

▼
民
生
費
11
億
２
８
４

６
万
９
千
円(

78
・
７
％)

▼
衛
生
費

５
億
７
９
５
７
万
６
千
円
（
68
・
９

％
）
▼
農
林
水
産
業
費
11
億
９
８
７

１
万
３
千
円(

60
・
２
％)

▼
土
木
費

４
億
７
０
７
５
万
６
千
円(

57
・
４

％)
▼
消
防
費
２
億
５
２
１
２
万
６
千

円
（
89
・
１
％
）
▼
教
育
費
５
億
２
４

４
６
万
３
千
円(
57
・
１
％)

▼
災
害

復
旧
費
１
億
３
８
０
７
万
７
千
円

(

63
・
９
％)

▼
公
債
費
16
億
８
７
２

７
万
４
千
円(

86
・
８
％)

　
町
債
（
町
の
借
金
）
は
、
一
般
会
計

な
ど
の
普
通
会
計
債
が
１
３
０
億
５

９
３
５
万
６
千
円
。簡
易
水
道
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
な
ど
の
特
別
会
計
債
が
66
億
６

６
２
６
万
４
千
円
の
見
込
み
で
す
。

　
基
金
（
町
の
貯
金
）
は
、
財
政
調
整

基
金
11
億
７
８
０
５
万
円
、
減
債
基

金
２
億
５
７
５
９
万
５
千
円
、
福
祉

基
金
２
億
９
０
０
５
万
１
千
円
、
地

域
づ
く
り
基
金
２
億
８
６
２
１
万
５

千
円
な
ど
合
計
30
億
６
３
３
９
万
５

千
円
で
す
。

→

 
     

　
町
の
会
計
年
度
は
４
月
か
ら
３

月
ま
で
で
す
が
、
出
納
整
理(

お

金
の
出
し
入
れ)

は
５
月
末
ま
で

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
受
け
入

れ
や
支
払
い
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
下

の
各
表
は
決
算
額
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
水
道
事
業
会
計
は
、
地

方
公
営
企
業
法
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
広
報
11
月
号
で
他
の
会

計
と
と
も
に
決
算
報
告
の
み
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 (

３
月
末
現
在)

 
平
成
18
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計

の
３
月
31
日
現
在
の
執
行
状
況
、
基

金
の
状
況
、
町
債
の
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

     表２表２表２表２表２

表１表１表１表１表１

表３表３表３表３表３



の
特
性
調
査
を
実
施
中
で
す
。

　　
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
関
心

や
、
環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
農
業

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

梅
栽
培
も
減
農
薬
で
の
防
除
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
梅
の
防
除
は
病
害
が
主
体
で
、

中
で
も
黒
星
病
、
す
す
斑
症
、
灰

色
か
び
病
、
う
ど
ん
こ
病
な
ど
の

糸
状
菌
病
に
対
す
る
薬
剤
の
防
除

効
果
が
、
ど
の
く
ら
い
の
間
保
た

れ
る
か
を
調
べ
、
散
布
回
数
を
減

ら
す
方
法
を
検
討
中
で
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
▽
散

布
回
数
減
が
可
能
な
園
地
や
条
件

の
見
分
け
方
、
▽
突
発
的
に
発
生

す
る
病
害
虫
へ
の
対
応
の
用
意
、

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
梅
枝
枯
病
が
広
範
囲
に

貯
蔵
養
分
が
少
な
い
、
▽
細

胞
分
裂
期
の
土
壌
乾
燥
、
▽

細
胞
分
裂
期
の
低
温
、
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
メ
ム
シ
に
吸
わ

れ
て
も
シ
コ
リ
果
に
な
り

ま
す
。

　
み
な
べ
の
特
産
、
南
高
梅

は
、
自
分
の
花
粉
で
結
実
で

き
な
い
た
め
、
別
に
受
粉
用

い
ま
す
が
、
深
い
所
の
根
が
酸
素

不
足
に
な
り
や
す
い
た
め
、
通
気

性
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
傾
斜
園
、
平
坦
地
・
緩
傾
斜
園

も
、
６
〜
９
月
の
夏
季
に
は
晴
天

が
３
日
続
く
と
土
壌
中
の
水
分
が

半
減
し
ま
す
。

　
夏
季
は
、
梅
の
樹
体
が
体
内
の

水
分
を
水
蒸
気
と
し
て
蒸
発
さ
せ

る(

降
水
量
に
換
算
し
て
１
日
に

４
〜
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル)

と
共
に
、

土
壌
中
の
水
分
も
失
わ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
、
晴
天
が
続
く
と

４
〜
７
日
間
隔
で
か
ん
水
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　　
梅
干
の
果
肉
の
一
部
分
が
硬
く

な
る
シ
コ
リ
果
。

　
そ
の
シ
コ
リ
は
、
細
胞
壁
に
合

成
さ
れ
た
カ
ロ
ー
ス
が
硬
く
な
っ

た
も
の
と
分
か
り
ま
し
た
。
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み
な
べ
町
に
は
、
日
本
一
の
梅

の
町
に
ふ
さ
わ
し
く
、
梅
専
門
の

研
究
施
設
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
は
も
ち
ろ
ん
、
小
さ
な
一

自
治
体
単
独
で
つ
く
っ
た
梅
研
究

施
設
で
は
全
国
で
唯
一
の
、
う
め

21
研
究
セ
ン
タ
ー(

東
本
庄)

。

　
そ
し
て
も
う
１
つ
が
、
こ
れ
か

ら
紹
介
す
る
、
和
歌
山
県
農
林
水

産
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー 

果
樹
試

験
場
「
う
め
研
究
所
」(

細
平
正
人

所
長)

で
す
。

　
う
め
研
究
所
は
、
平
成
16
年
４

月
、
当
時
の
南
部
川
村
か
ら
用
地

の
提
供
を
受
け
、
県
が
東
本
庄
地

区
に
開
設
し
ま
し
た
。
安
全
・
安

心
・
高
品
質
な
梅
を
毎
年
安
定
し

て
生
産
で
き
る
技
術
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
、今
年
で
４
年
目
で
す
。

　
現
在
、
う
め
研
究
所
に
は
14
人

の
職
員
が
お
り
、
栽
培
・
育
種

チ
ー
ム
と
生
理
・
環
境
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
、
次
の
４
つ
の
研
究
を

柱
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
ウ
メ
生
育
不
良
対
策
と
安
定
生

産
技
術
の
確
立

②
新
品
種
の
育
成

③
ウ
メ
機
能
性(

栄
養)

成
分
の
向

　うめ研究所の敷地面積は、３ヘクタールの園地なども含めて
約７ヘクタールです。建物は、研究棟が３棟、温室が５棟です。
温室は、低温・高温など様々な環境をつくる棟、土壌の種類に
応じた栽培方法を調べる棟、育種用に挿し木繁殖を行う棟など
です。

上
対
策

④
エ
コ
農
業
の
推
進

　
さ
て
、
う
め
研
究
所
で
は
、
平

成
18
年
３
月
、
19
年
３
月
と
、
研

究
の
成
果
を
冊
子
に
ま
と
め
て
公

表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
簡
単

に
紹
介
し
ま
す
。
　

　
梅
は
、
雨
が
少
な
く
乾
燥
状
態

が
続
く
と
、

▽
光
合
成
を
行
う(

葉
が
光
を
吸

収
し
て
栄
養
分
を
作
り
出
す)

能

力
が
低
下
す
る

▽
光
合
成
で
作
ら
れ
た
栄
養
分
が

根
に
流
れ
に
く
く
な
る

▽
樹
体
が
成
長
し
に
く
く
な
る

な
ど
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら
、
ま
ず
第
一
に
樹
体

の
水
分
状
態
を
良
好
に
保
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
梅
が
植
え
ら
れ
て
い
る
主
な
土

壌
は
、
▽
岩
屑
土(

パ
イ
ロ
ッ
ト

園)

、
▽
褐
色
森
林
土(

傾
斜
園)

、

▽
黄
色
土(

平
坦
地
・
緩
傾
斜

園)

、
▽
灰
色
低
地
土(

元
・
水
田

園)
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
特
性
を

調
べ
て
み
る
と
、
土
壌
の
タ
イ
プ

に
よ
っ
て
土
の
乾
き
方
が
大
き
く

違
い
ま
す
。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
園
は
乾
燥
し
や
す

く
、
夏
の
晴
天
日
に
は
約
４
日
間

隔
で
か
ん
水(

水
や
り)

が
必
要
で

す
。
ま
た
、
土
壌
に
窒
素
を
多
く

含
ま
な
い
の
で
、
養
分
が
不
足
し

な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
元
・
水
田
園
の
土
壌
は
肥
え
て

　
内
部
に
空
洞
の
あ
る
青
取
り
果

実
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
選
ん
で
塩
漬

け
し
た
と
こ
ろ
、
シ
コ
リ
果
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
空
洞
に

よ
っ
て
で
き
た
傷
の
防
御
反
応
と

し
て
カ
ロ
ー
ス
が
で
き
た
た
め
で

す
。

　
で
は
、
な
ぜ
空
洞
が
で
き
る
の

か
。
そ
れ
は
、
幼
果
期
に
果
肉
の

細
胞
数
が
少
な
い
実
が
急
激
に
肥

大
す
る
こ
と
で
個
々
の
細
胞
も
大

き
く
な
り
、
細
胞
間
に
隙
間
が
で

き
る
た
め
で
す
。

　
な
お
、
果
肉
の
細
胞
が
少
な
く

な
る
原
因
と
し
て
は
、
▽
前
年
の

　
カ
ロ
ー
ス
は
、植
物
に
で
き
る

防
御
物
質
の
一
つ
で
、病
原
菌
の

侵
入
、
傷
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ

ス
な
ど
に
反
応
し
て
分
泌
さ
れ

ま
す
。人
間
で
い
う
と
か
さ
ぶ
た

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

か
し
、
受
粉
の
良

否
は
、
開
花
時
期

の
気
象
条
件
や
ミ

ツ
バ
チ
な
ど
の
活

動
に
左
右
さ
れ
る

た
め
、
着
果
が
不

安
定
に
な
り
が
ち

で
す
。

　
こ
の
た
め
、
南

高
梅
の
優
れ
た
特

性
を
受
け
継
ぐ
自

家
和
合
性(

自
分

で
受
粉
し
て
結
実

す
る)

品
種
の
育

成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
取
り
組

み
の
流
れ
は
、

①
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
定
で

自
家
和
合
性
品
種
を
特
定
す
る
。

②
特
定
し
た
品
種
の
花
粉
を
南
高

梅
に
交
雑(

受
粉)

さ
せ
る

③
交
雑
し
て
で
き
た
個
体
を
Ｄ
Ｎ

Ａ
検
定
し
、
自
家
和
合
性
個
体
を

選
抜
す
る

④
そ
の
中
か
ら
さ
ら
に
調
査
を
重

ね
選
抜
す
る

　
現
在
、「
剣
先
」「
地
蔵
」
と
い

う
品
種
を
南
高
梅
に
交
雑
し
て
で

き
た
80
個
体
の
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
18
年
に
は
そ
の
中
か
ら

５
つ
の
優
良
個
体
を
選
抜
し
ま
し

た
。
今
後
、
さ
ら
に
選
抜
し
、
優

良
系
統
を
農
林
水
産
省
へ
品
種
登

録
の
出
願
を
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
や
団
体
が
行
う
品

種
登
録
の
出
願
業
務
の
支
援
も
し

て
お
り
、
現
在
、
有
望
な
６
系
統

か
ん
水
間
隔
日
数(

日)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

(４月中旬ごろ)
(６月中旬ごろ)

果肉の細胞の
大きさは同じ

シコリ果は細胞も細
胞間の隙間も大きい

正 常 果
果肉の細胞
数が多い

シコリ果
果肉の細胞
数が少ない

品
種(

交
配
樹)

が
必
要
で
す
。
し

発
生
し
て
い
ま

す
。
多
発
す
る
と

樹
が
衰
弱
し
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、

発
生
の
原
因
究
明

と
、
防
除
対
策
の

試
験
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

枝枯病の病斑

(

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く)

挿し木をして苗を増やしていきます

日
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梅
に
は
、ク
エ
ン
酸
、ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル(

血
圧
の
上
昇
を
抑
え
る

な
ど
に
効
果)

、
β
カ
ロ
チ
ン(

目

の
疲
れ
な
ど
に
効
果)

、ビ
タ
ミ
ン

Ｅ(

血
流
の
改
善
な
ど
に
効
果)

、

と
い
っ
た
様
々
な
栄
養(

機
能
性)

成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
う
め
研
究
所
で
は
、
研
究
の
結

果
、
梅
に
含
ま
れ
る
栄
養
成
分
の

量
が
収
穫
時
期
や
育
っ
た
環
境
に

よ
っ
て
大
き
く
違
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　
収
穫
後
の
梅
の
熟
度
が
進
み
黄

色
み
が
強
く
な
る
に
つ
れ
て
、
β

　
枝
枯
病
の
胞
子
は
、
４
月
初
め

か
ら
９
月
末
ご
ろ
の
雨
水
の
中
に

み
ら
れ
、
10
月
以
降
に
な
る
と
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

枝
枯
病
多
発
園
に
、
４
月
〜
５
月

末
ま
で
梅
苗
を
置
い
て
も
ほ
と
ん

ど
発
病
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
８
月
末
ま
で
置
く
と

発
病
が
み
ら
れ
、
翌
年
１
月
上
旬

ま
で
置
く
と
最
も
多
く
発
病
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
枝

カ
ロ
チ
ン
の
含
有
量
が
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

　
熟
度
が
進
む
ほ
ど
ク
エ
ン
酸
の

含
有
量
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ま

た
、
熟
度
が
進
ん
だ
果
実
を
使
っ

た
梅
酒
ほ
ど
琥
珀
色
に
な
り
、
ク

エ
ン
酸
の
含
有
量
が
ア
ッ
プ
し
味

も
良
好
で
す
。

枯
病
の
主
要
感
染
期

間
は
６
月
〜
９
月
末

ご
ろ
と
思
わ
れ
ま

す
。で
す
か
ら
、５
月

下
旬
〜
９
月
が
防
除

の
必
要
な
時
期
と
い

え
ま
す
。

　
ま
た
、
病
斑
の
つ

い
た
枝
を
そ
の
ま
ま

園
に
放
置
す
る
と
、

秋
ま
で
病
原
菌
が
生

存
し
、
枝
枯
病
の
伝

染
源
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
こ
れ
を
防
ぐ
有
効

な
方
法
は
、
病
斑
の

つ
い
た
枝
を
チ
ッ

パ
ー
で
細
か
く
粉
砕

し
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
伝
染
力
は
著
し
く

弱
ま
り
ま
す
。

　
南
高
梅
は
紅
色
を
帯
び
る
ほ

ど
、
抗
酸
化
能
や
ク
エ
ン
酸
な
ど

の
栄
養
成
分
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
紅
色
を
帯
び
た
南
高
梅
に
す
る

た
め
に
、
着
色
の
要
因
や
栽
培
方

法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
日
が
当
た
っ
て
い
て
も
、
紫
外

線
を
カ
ッ
ト
す
る
と
、
着
色
せ
ず

抗
酸
化
能
は
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
。

果
実
に
確
実
に
紫
外
線
が
当
た
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
日
を
当
て
る
た
め
の
技

術
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
日
当
た
り
を
さ
え
ぎ

る
葉
を
枝
ご
と
切
り
取
る
方
法
を

考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
方
法
で
す
と
、
紅
色
に
着

色
し
、
抗
酸
化
能
も
ア
ッ
プ
し
ま

す
。
枝
を
切
り
取
る
時
期
は
、
収

穫
12
日
前
で
も
抗
酸
化
能
は
ア
ッ

プ
し
ま
す
が
、
着
色
が
薄
い
果
実

クエン酸とは
　クエン酸は、レモンや梅干の
酸っぱさの元です。血液をサラサ
ラにしたり、疲れの元となる「乳
酸」を分解してくれます。また、ミ
ネラルの吸収を高める効果なども
あります。

抗酸化能とは
　多すぎると生活習慣病の元とな
る活性酸素の攻撃をブロックする
力を、抗酸化能といいます。ビタミ
ンＥ、βカロチン、ポリフェノール
類（フラボノイド・カテキン・アン
トシアニン等）などがその力を
持っています。

が
多
か
っ
た
た
め
、
22
日
前
ご
ろ

が
良
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
切
り
取
る
量
は
ま
だ

研
究
中
で
す
。
ま
た
、
樹
勢
が
弱

い
樹
は
切
り
取
れ
ま
せ
ん
。

　
梅
は
収
穫
後
、
色
や
硬
さ
な
ど

の
品
質
が
急
激
に
変
化
す
る
こ
と

か
ら
、
栄
養
成
分
も
減
少
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
栄
養
成
分
を
高
く

保
つ
た
め
の
温
度
管
理
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
の
結
果
、
貯
蔵
温
度
が
高

温
に
な
る
ほ
ど
品
質
の
低
下
と
栄

養
成
分
の
減
少
が
早
く
な
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
逆
に
６
℃
で

は
陥
没
な
ど

の
低
温
障
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
８
〜
10
℃
で
貯
蔵
す
る
と
、
収

穫
23
日
後
で
も
抗
酸
化
能
、
ク
エ

ン
酸
が
高
く
保
持
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
温
度
で
貯
蔵
す
る
こ
と

が
良
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　うめ研究所では、地域の皆さんの訪問を歓迎しています。今までも農家の方がちょくちょくと話を聞
きに訪問しているそうですが、農家の方だけでなく、梅に興味のある方ならだれでも歓迎してくれます。
日本一の梅の町にあるうめ研究所をぜひ訪問して、梅の知識やうんちくを増やしませんか。
　なお、訪問する前には、電話してお名前(団体名)、訪問日・時間を予約してください。
　うめ研究所は、℡７４－３７８０、FAX７４－３７９０です。
　また、ホームページからも研究成果やカメムシ予察状況などをご覧になれます。
　　　http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070109/gaiyou/011/011.htm

　うめ研究所へは、国道424号線を
田辺市龍神村方面へ北上し、東本庄
地区辺川①で右折(上芳養方面へ)、
同地区受領②で左折してください。
　距離は、辺川①から約４キロメー
トル、車で約10分です。

　３年間の研究の成果をまとめた「う
め研究所成果情報」１号・２号は、うめ
研究所にあります。また、役場うめ課
(℡74-3276)、うめ21研究センター(℡
74-2300)にもありますので、希望される
方はいずれかへご連絡ください。

収穫後日数
日

抗酸化能 日本食品科学工学
会誌49巻４号から

資料：( ) ビタミンＥ(資料：五訂食品成分表から)

100g中のビタミンＥ(mg)

クエン酸 (資料：五訂食品成分表から)

100g中のクエン酸(g)
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同
日
付
で
、町
内
の
小
中
学
校
で

も
次
の
通
り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

（
）
内
は
前
任
校

▼

 

芝
接
子
（
和
田

小
）、
▼

 

神
屋
洋
紀
、

石
田
望
美（

）
内
は
新
任
校

▼

 

佐
野
千
枝
美
（
清
川

小
）、
中
野
晃
宏
（
江
川
小
教
頭
）、

▼

 

片
山
好
加
（
川
辺

西
小
）

▼

 

前
田
宜
志
（
湯
川
小
）、

▼

 

濱
﨑
孝
子

▼

 

坂
口
さ
ち
代
（
名
田

小
）、
松
本
真
光
（
田
辺
第
二
小
）、

▼

 

舛
田
美
絵
子
（
切

目
川
小
）

■▼

 

汐
﨑
雅
子
（
御
坊
小
）、

濵
﨑
日
出
海
（
清
川
小
）、
石
井
尚

之
（
上
富
田
町
立
朝
来
小
）、
▼

 

楠
本
文
、
田
端
祥
子
、
山
本
志

穂
、
北
岡
志
保

▼

 

塩
崎
博
史
（
御
坊
小
）、

木
村
三
千
代
（
湯
川
小
）、
榎
本
龍

也
（
上
富
田
町
立
朝
来
小
）、
楠
見

智
弘
（
内
原
小
）、
谷
地
恭
子
（
稲

原
小
）

▽▼

友
渕
博
文（
県
教
育
委
員

会
小
中
学
校
課
へ
）

■▼

 

小
川
志
保
（
田
辺
市
立

近
野
小
）、
▼

 

田
端
幸
子
、

山
下
加
奈

▼

 

谷
口
雄
一
（
和
歌
山
市

立
鳴
滝
小
）

■▼

 

佐
野
千
枝
美
（
南
部

小
）、▼

塩
路
昌
己（
上

洞
小
）、
▼
講
師 

平
尾
和
明

▼

 

濵
﨑
日
出
海
（
上
南
部

小
）、
安
井
淳
子
（
切
目
川
小
）

■▼

 

高
垣
喜
宣
（
白
崎
中
）、

▼

 

柴
田
美
樹
子
（
松
洋

中
）、
中
村
有
希
（
御
坊
中
）、
舟

本
敬
（
虎
東
中
）、
▼

 

川
口

奈
津
美

▼

 

大
江
輝
男
（
田
辺
市
立

東
小
校
長
）、
▼

 

田
中
紀
子

（
河
南
中
）、
竹
村
尚
（
日
高
中
）

■▼

 

岩
﨑
一
也
（
耐
久
中
）、

▼

 

田
端
千
恵
（
大
成
中
）、

嶋
田
敏
治
（
日
高
中
）、
▼

楠
本
真
弓

▼

 

中
島
陽
子
（
御
坊
中
）

▽▼

 

柴
田
誠
、
▼

 

鎌
塚

和
世

■▼
 

玉
井
伸
幸
（
県
立
向
陽

中
教
頭
）、
▼

 

清
水
倫
代

▽▼

 
久
保
博
是

　
４
月
１
日
付
で
、
次
の
通
り
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

（
）
内
は
旧
職
名

 

○■▼
地
籍
調
査
課
主
任
＝
宇
杉
美
保

（
総
務
課
付
け
）、
▼
健
康
福
祉
課

主
任
＝
古
田
智
美
（
同
課
主
査
）、

▼
高
城
保
育
所
保
育
士
＝
築
山
頌

子
（
総
務
課
付
け
）

■▼
総
務
課
付
け
＝
泰
地
順
子
（
地

籍
調
査
課
主
査
）

○　
学
校
教
育
課
指
導
主
事
の
柳
和

希
さ
ん
が
退
職
さ
れ
、
県
教
育
委

員
会
小
中
学
校
課
へ
復
職
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
し
く
山
本
仁
史
さ
ん
（
芝
）

が
湯
川
中
学
校
教
諭
を
退
職
し
、

　
３
月
19
日
付
で
、
田
辺
警
察
署
み

な
べ
幹
部
交
番
へ
、所
長 

田
原
節
男

さ
ん
（
田
辺
署
か
ら
）
と
所
員 

吉
野

壽
高
さ
ん
（
和
歌
山
東
署
か
ら
）、
ま

吉
野
壽
高
さ
ん

坂
口
弘
文
さ
ん

田
原
節
男
さ
ん

た
、
交
番
相
談

員
に
坂
口
弘
文

さ
ん
（
白
浜

町
）
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
田
原
所
長
さ

ん
ら
の
お
話

「
町
内
の
事
件
、

事
故
、
街
頭
犯

罪
の
防
止
に
一

生
懸
命
努
め
ま

す
の
で
ご
協
力

お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
何

か
あ
り
ま
し
た

ら
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
」

町
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
指

導
主
事
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し

た
。

▽
岡
村
佳
子
（
町
民
課
副
課
長
）、

▽
小
川
法
子
（
高
城
保
育
所
主
任

保
育
士
）、
▽
青
木
早
苗
（
給
食
セ

ン
タ
ー
調
理
員
）、
▽
柳
和
希
（
学

校
教
育
課
指
導
主
事
）

「南部中学校から転出以来、６
年ぶりに、みなべ町へ帰ってき
ました。微力ながら町教育のた
めに努めていきたいです」

■▼

 

西
川
京
子
（
御
坊
中
）、

三
井
田
浩
二
（
由
良
港
中
）、
▼

 

山
地
眞
弓
（
虎
東
中
）

▽▼

 

松
場
由
貴
子
、
▼
養
護

庄
田
幸
子
　
　
　（
敬
称
略
）
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　３月18日(日)、田辺市体育センターで第18回黒潮少
年剣道大会が開催され、南部少年剣道クラブが４部門
で入賞しました。入賞者は次の通りです。（敬称略）
　団体・小学生１、２年生の部=３位（杣瑞季、松場み
どり、宮脇虎太郎）、同５、６年生の部=３位（片井大
介、山本静香、前田聖司、三前瑠里子、泉本裕太）、個
人・園児の部=１位 山本秀太、３位 木下裕介、萩野
択弥、同・小学生女子の部=３位 三前瑠里子
　剣道は、礼儀、思いやりの心を身につけ、また精神
力、体力を鍛えられるスポーツです。
　同クラブでは、毎週、月曜日夜7時30分～・清川小
体育館、火・金曜日夜7時30分～・町武道館（片町）で
練習しています。年齢は問いません。一般の人も歓迎
します。いつでも見学に来てくださいとのことです。
※申込・問い合わせ→垣淵元彦さん

南
部
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

　
４
月
５
日(

木)

、
３
月
末
に

人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た

立
田
圭
一
郎
さ
ん
（
北
道
）
に
法

務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
立
田
さ
ん
は
、
平
成
12
年
に
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
か
ら

６
年
７
か
月
間
務
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
役
場
第
１
庁
舎
で
山

田
町
長
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
山

本
聖
峰
・
和
歌
山
地
方
法
務
局
田

辺
支
局
長
が
、
立
田
さ
ん
に
感
謝

状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
立
田
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
協
力

の
お
か
げ
で
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
３
月
30
日(

金)

、
平
成
18
年

度
う
め
21
研
究
セ
ン
タ
ー
研
修

生
・
向
井
美
雄
さ
ん
（
堺
）
の
修

了
式
が
役
場
第
１
庁
舎
で
行
わ

れ
、
山
田
五
良
町
長
か
ら
修
了

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
向
井
さ
ん
は
、
１
年
間
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
通
い
、
接
ぎ
木
、
剪
定

な
ど
梅
栽
培
の
一
連
の
作
業
を
学

び
ま
し
た
。
修
了
証
書
を
手
に
し

た
向
井
さ
ん
は
「
梅
栽
培
の
年
間

の
流
れ
が
分
か
っ
て
良
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
、
家
の
梅
栽
培
、
み
な

べ
町
の
梅
産
業
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
農
家

の
人
と
知
り
合
え
て
良
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
指
導
に
当
た
っ
た
う
め
課
職
員

は
「
み
な
べ
町
の
梅
産
業
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

◎練習日　毎月第１･３･５月曜日
　　　　　　　第２･４火曜日
◎時間　　小学生19:00～19:45
　　　中学生以上19:30～21:00
◎場所  北道会館
◎対象　小学３年～一般
◎申込・問い合わせ↓
　　　　井川仏壇店 ２月25日、岩代大梅林で

◎５月練習日　１(火)、９(水)、
16(水)、24(木)、30(水)
◎時間　19:30～21:30　
◎場所　上南部小学校体育館
◎対象　年齢は問いません
◎申込　V ショップ南部店西山
マートへ連絡か、直接練習を見
にきてください！4月15日(日)、プララ春のフリー

マーケットで(うめ振興館)

◎日時　毎月第1･3金曜日
            19:30～21:00
◎場所　南部公民館（片町）
◎対象　中学生以上
◎申込・問い合わせ↓
 栗山和歌子さん メンバーの皆さん
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　３月24日(土)、第１回みなべ町なわとび大会（青年クラブ
みなべ主催）が開催され、個人の部、ふれあいなわとびの部、
合わせて約150人参加して、なわとび技術を競い合いました。

バイユウシェン

また最後に、町内のダブルダッチサークル「梅遊縄」による模
範演技も披露され、その体全体を使った見事なとびわざに参
加者は「かっこええなあ」と見入っていました。
　各部門の優勝者と記録は次の通りです（学年は３月末現在）。
【１重跳び】●小学1･2年生=山本真衣（高小２）366回、●3･
4年生=鎌塚正太（上小３）453回、●5･6年生=羽柿健大（岩
小５）413回、●中学生以上=西山真歩（南高１）375回、【２
重跳び】●小学1･2年生=久保雄嗣（南小２）95回、●3･4年
生=鎌塚正太（上小３）109回、●5･6年生=土井健太郎（南
小６）102回、●中学生以上=細川翔平（上中１）127回、【３
重跳び】 細川翔平（上中１）33回、【ペア跳び】 ●親子=大谷
栄子・健斗（田辺市）153回、●フリー=細川翔平（上中１）・
表雅人（同）130回、【みんなでジャンプ】 岩代大梅林チーム
64回、【ダブルダッチ】 北谷理乃（清小６）・川口美保（高小
６）・金川みさき（同）106回　　　　　　　　　　（敬称略）

み
ん
な
で
息
を
そ
ろ
え
て
「
ジ
ャ
ン
プ
！
」

　４月１日(日)、みなべコミュニティバス（愛称：みなべ
コミバス）の本格運行出発式がJR南部駅前広場で行われ、
関係者約100人が出席して祝いました。
　式では、山田五良町長が「町民の皆さんの生活を便利に
するための運行です。買い物や通院など、大いに利用して
もらいたい」とあいさつしました。
　続いて、南部中学校吹奏楽部による演奏、テープカット
などとスムーズに進み、コミバス運行第１便に長寿クラブ
の皆さんを乗せ、鶴の湯温泉に向け出発しました。
　この後、みなべコミバス運行主体の南部タクシー主催の
もちまきが行われました。
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　３月27日(火)、南部長寿大学が平成18年度卒業式と20周年記念式を
南部公民館（片町）で開きました。
　式辞で、山本賢学長（芝）は「20年を迎えられたことは大変嬉しいこ
とです。受講生、大学運営全般を支援してくださった町関係者に感謝した
い。これからも共に学んでいきましょう」と述べました。
　この後、山田町長から、20年連続して受講した小林君子さん（片町）や、
15～19年受講を続けた13人の受講生に表彰状が贈られました。続いて、
山本学長から各課程を修了した36人に卒業証書が授与されました。

　４月９日(月)、10日(火)、町内各小中学校で入学
式が行われ、新入生（児）たちは新たなスタートに
緊張しながらも希望に胸をふくらませていました。
　高城中学校では、14人（男４人、女10人）が入学
しました。式では、玉井伸幸校長が「まず、高城中
学校の歴史を覚えてほしい。学ぶということは通う
こと、苦労をすること、乗り越えること」と新入生
を激励しました。また、新入生代表の川口美保さん
が「先生方、先輩方と共に、勉強にスポーツにがん
ばっていきます」と抱負を述べました。新たな学校の校歌を一緒に歌う新入生たち

表彰状を受け取る小林さん

　３月24日(土)、25日(日)、名古屋市で「旅まつり名古屋2007-
旅と宿と人のふれあい-」が開かれ、みなべ町からも参加して、
梅干や備長炭などを販売して町のPRをしました。
　当日は、全国から自治体や観光協会、民間団体が集まり、駅
弁の特集コーナー、物産販売、ステージでの催しなどが行わ
れました。町からは、役場、農協、観光協会の職員などが参
加。物産販売では、白干しや、はちみつ・しそなどの梅干、紀
州備長炭関連製品、ミニトマト「赤糖房」、ウルメイワシなど
の海産物を販売しました。ステージでは、みなべ炭琴クラブ
が演奏し、紀州備長炭のきれいな音でみなべ町をPRしました。

炭琴を演奏する、みなべ炭琴クラブの皆さん

町の特産品を販売する町職員ら

山田町長と一緒にテープカットをする子どもたち

　４月６日(金)、愛之園保育園内に造られた避難路の竣工式が行
われ、園児たちや関係者らが祝いました。
　同園は海岸から近い場所にあり、津波対策として高台に抜けら
れる延長約10㍍、幅約２㍍の避難路を設置しました。式では、山
田町長らが園児たちに「地震が起きて、先生が『避難して』と言っ
たら、この階段を使って急いで逃げてください」と言いきかせ、
園児からお礼の言葉の後、テープカットが行われました。その
後、避難路の通り初めも行われ、子どもたちと山田町長が手をつ
ないで登っていました。

20 周年を記念して作られた、
「南部長寿大学-20年の歩み-」
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　３月28日(水)、29日(木)、第39回近畿中学校バレーボール選抜大
会が大阪市で開催され、近畿２府４県から32校が出場しました。
　昨年11月の県大会で優勝した南部中学校バレーボール部も出場し、
３回戦まで１セットも落とさずに勝利しました。準決勝で、優勝した
建国（大阪）に接戦の末、セットカウント１対２で破れました。しか
し、３位入賞は同校では過去最高、県勢でも３年ぶりの快挙でした。
　同部のメンバーは次の皆さんです。（敬称略）
荒堀恵里、辻晴菜、海野和美、山下諒子、辻若菜、阪本緑（以上３年）、
森田あかね、小松亜須加（以上２年） 南部中バレーボール部の皆さん

　３月28日(水)、梅の里交通安全大学修了式が役場第１庁舎で行われ、27人
が学長の山田町長から修了証書を受け取りました。
　同大学は、昨年４月に開校。月に１回、講座や実技講習などを行い、交通
安全に対する意識を高めました。式では、山田学長が修了生代表の外山裕さ
ん（堺）に修了証書を手渡し、「大学で学んだことを生かし、地域の交通安全
のために取り組んでください」と祝辞を述べました。修了生を代表して伊藤
武好さん（芝）が「この経験を生かし、安全で安心なみなべ町になるよう、リー
ダーとして頑張ります」とお礼の言葉を述べました。また、修了を記念し「み
なべ町交通安全リーダー」と書かれたプレートが修了生に贈られました。

修了証書を受け取る外山さん

　４月15日(日)、「プララ 春のフリーマーケット」がうめ振興
館駐車場（谷口）で開催され、町内外からたくさんの人が訪れに
ぎわいました。
　会場内には約30店舗が並び、雑貨やリサイクル品、飲食物な
どを販売していました。９時開始とともに、人が次々と集まり、
店を回って掘り出し物を買ったり、焼きそばやたこ焼きなどを買
い求めていました。また、プラリズムのよさこい踊りや銭太鼓栄
クラブの演奏、ボランティアの紙芝居などのアトラクションも行
われ、来場者らは休日を楽しんでいました。

　４月10日(火)、いきいき講座「ステップ＆エアロビクス」がふ
れ愛センター（東本庄）で行われ、52人が気持ちよく汗を流しま
した。この講座は、運動習慣を身につけ、メタボリック症候群の防
止に努めることが目的で、田辺社会保険健康センター「ペアーレ」
でインストラクターをしている雑賀あけみさん（みなべ町出身・白
浜町在住）が講師を務めました。
　参加者らは、曲に合わせてステップを踏んだり、マット上で体を
ほぐしたりと約１時間、体を動かして、「あ～気持ちいい～、いい
汗かいた」と話していました。なお、５月も２回実施しますので、
大勢参加してください。

「イッチ、ニー、サン、シー！」と段差を使ってもも上げ



ゆめよみ館・子ども向け
●どろんこそうべえ(たじまゆき
ひこ)●とらとほしがき(ﾊﾟｸ･ｼﾞｪﾋｮ
ﾝ)●ぬすまれた月(和田誠)●ぞう
のオリバー(S･ﾎﾌ)●かんたんせ
んせいとペンギン(斎藤洋)●天と
地の守り人〈第２部〉(上橋菜穂
子)●ドラゴンキーパー・最後の
宮廷龍(C･ｳｨﾙｷﾝｿﾝ)●メソポタミ
ア文明入門(中田一郎)●風の館の
物語1(あさのあつこ)●月光のコ
パン(舟崎克彦)

●覚悟の人(佐藤雅美)●月島慕情
(浅田次郎)●遺言(鶴見和子)●林檎
の木の下で(A ･ ﾏ ﾝ ﾛ ｰ )●ワーク
ショップ(木下勇)●初めてのふろ
しきレッスン(山田悦子監修)●
「うつ」は食べて治す(生田哲)●
よくわかる農産物加工ガイド(真
部孝明)●日本魅録(香川照之)●41
歳からのクラシック(みつとみ俊
郎)

　「自分にとってのよい人生、
幸福な人生を生きることが、
すべての人の人生の目的だ」。
困難な時代を生きるこれから
の君たちに向けた、幸福な人
生を生きるためのヒントがた
くさん詰まった本。この本を
読んで、「自ら考えること」を
始めてみませんか。

上南部分館・大人向け
●和服リフォーム55 点 掲載人
気作品集●世界の祝祭日とお菓
子(ﾌﾟﾁｸﾞﾗﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ)●ふみさん
の自分で治す草と野菜の常備薬
(一条ふみ)

　米国ユタ州に作られた火星
に酷似した環境で、公募ク
ルーのひとりとして、「火星」
探査を体験した取材記者のレ
ポートです。募集要項のうた
い文句に、「きつい作業、賃金
なし、永遠の栄誉」とあるよう
に、大変シビアな体験になり
ますが、「雑事に縛られた日常
より、何もない暮らしははる
かに自由」だったそうです。

ゆめよみ館・大人向け

14
歳
の
君
へ

  

ど
う
考
え
ど
う
生
き
る
か

池田晶子(毎日新聞社)

(

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内)

上南部分館・子ども向け
●イヤー・オブ・ノーレイン
(A･ｱﾐﾄﾞ)●幼ものがたり(石井桃
子)●親子でたのしむ楽しい
あやとり(山本昇)

 3日(木) 休館(憲法記念日)
 4日(金) 休館(みどりの日)
 5日(土)  子どもの日・開館します
　畑﨑龍定さんの童話とえばなし
　(10:30～)、おはなし会(14:00～)
 6日(日) おはなしの森(10:30～・　
　 14:00～)
 7日(月) 休館
10日(木) ちいさいひとのためのおは
　なし会(10:30～)
12日(土) おはなし会(14:00～)
14日(月) 休館
19日(土) おはなし会(14:00～)
21日(月) 休館
24日(木) ちいさいひとのためのおは
　なし会(10:30～)
26日(土) ビデオ上映会(10:30 ～)、
　おはなし会(14:00～)
28日(月) 休館
31日(木) 休館(月末整理日)
6月 2日(土) わくわくタイム(10:30
　～)、おはなし会(14:00～)

僕
が
「
火
星
」
を
歩
い
た
日　「夫が定年した後もいい関係

で楽しく暮らしたいから」と、
著者は自立夫育てに取り組ん
だ。自らの体験をもとに、「お
互いが一緒にいてよかった」と
思える老後を迎えるための夫
育て15条を提言する。

定
年
オ
ヤ
ジ
の
し
つ
け
方

小
川
有
里(

講
談
社)

笹
沢
教
一(

新
潮
社)
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　ろうそくのゆらめく火のもと、いろいろなむ
かし話を聞いて、ゆったりとしたひとときを過
ごしませんか。対象は４歳ぐらいから大人まで
です。お子さんと、お孫さんと、ご一緒にお越
しください。朝10時30分からと昼２時からの２
回あります。

　堺・常福寺のおしょうさん、畑﨑龍定さんが
今年も楽しい紙芝居やおはなしをしてくれます。
友達と一緒に来てね！朝10時 30分からです。

　４月11日(水)の上南部分館おはな
しの会で、絵本「のぞいてごらん」を
自費出版した松下恭子さん(埴田)
が、この絵本を子どもたちに読んで
くれました。２児の母でもある松下
さんの、お母さんらしくやさしい読
み語りに、子どもたちは目を輝かせ
て聴き入っていました。

　田辺市のサークルの方たちがフェルトで作っ
たかわいい小物をたくさん、１階展示コーナー
で展示しています。みんなで見にきてください。



３月届出分・敬称略
「おめでた」「おくやみ」とも了承を
いただいた方だけを掲載しています( )

(件)(3月31日現在)

本郷　 106／129(82.2%)(前月比±0)
共和西  33／ 77(42.9%)(前月比＋1)
西本庄 178／264(67.4%)(前月比＋4)
晩稲熊岡 88／ 364(24.2%)(前月比±0)

公共下水
780／約1,300

(60.0%)
 (前月比＋26)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

農 業 集 落 排 水
西岩代 111／ 129(86.0%)(前月比＋1)
東岩代 143／ 181(79.0%)(前月比±0)
受領　  33／ 35(94.3%)(前月比±0)
共和東 211／ 260(81.2%)(前月比±0)

出生
死亡
転入
転出

平成19年３月末現在（前月比）

男
女
人口
世帯数

  7,029人
  7,684人
 14,713人
4,660世帯

 13人
18人
46人
79人

(－11人）
(－27人）
(－38人）
(＋5世帯）

３月中の異動
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　３月25日(日)、第４回町内女子ソフト
バレーボール大会（町体育協会主催）が上
南部中学校体育館で開催され、６チーム
が熱戦を繰り広げました。決勝で、なかよ
しが２対０でSAKURAを破り、３大会連続
で優勝しました。

　３月18日(日)、ミカサカップ第18回県下小学生バレーボール新
人大会が橋本市で開催され、28チームが出場しました。
　南部バレーボールスポーツ少年団は、女子の部で予選からすべて
ストレート勝ちし、２年ぶり４回目の優勝を果たしました。同少年
団のメンバーは次の子どもたちです（今大会登録メンバー）。

　４月７日(土)、第30
回町少女キックベー
スボール大会（町少女
スポーツ連盟主催）が
晩稲グラウンドで開
催され、４チームが
リーグ戦を行い、３戦

梅
乃
里
の
子
ど
も
た
ち

全勝で梅乃里が優勝しました。準優勝は２勝１敗の岩代でした。
　優勝メンバーと個人賞受賞は次の子どもたちです。
　【優勝】梅乃里=古田菜那、土井理紗子、栗原千晶、久保美沙、大
野梓紗、植野花厘、赤坂留奈、植野結子、谷本優衣、津村知里、植
野晴菜、坂本萌々加、古田加奈、小倉ゆかり、真造沙也香、瀧川裕
喜、赤坂梨麻、岡本洋菜、瀧川悠
　【最優秀選手賞】谷本優衣（梅乃里）、【優秀選手賞】丸山由梨乃
（岩代）、【敢闘賞】高田有紗（晩稲）、前田紀子（共和）

　なかよしのメンバーは次の皆さんです。西山美也子、庄司とよ
子、佃早苗、前山美幸、園出久美子、田中美沙代　　　（敬称略）

山田莉沙、辻利絵、和田
穂乃香、辻由結、木田飛
鳥、山中春香（以上６
年）、山中優奈、浜中結
衣、馬場本麻里、中本
葵、井口和美（以上５
年）、森本千琴（４年）

南部バレーボールスポーツ少年団の子どもたち

な
か
よ
し
の
皆
さ
ん



(みなべ町社会福祉センター)トレーニング教室
5月 11日(金)・18日(金)・25日(金) 18:00～21:00

　～ふれ愛センター～　
5月 17日(木) 13:30～ 15:00
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

５月９日(水) 13:00～13:30２歳６か月児歯科健診

５月15日(火) 13:00～13:30４ か 月 児 健 診
(平成19年1月生まれ)

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

５月22日(火) 13:00～13:30ポ　リ　オ(第１回目)

対象　平成18年 6月～19年 1月生まれのお子さん

対象のお子さんには案内状(問診票同封)を送ります。
(７歳半までで未接種のお子さんも接種してください)

●

9:00～ 10:30(農協本所前)→

５月30日(水) 13:00～13:30
対象　平成17年 12月～18年 5月生まれのお子さん

５月18日(金) 13:00～13:30１ ０ か 月 児 健 診
(平成18年6・7月生まれ)

５月23日(水) 13:00～13:30３ 歳 ６ か 月 児 健 診
(平成15年10・11月生まれ)

(平成16年10・11月生まれ)

15日・18日は、南部中学校３年生が思春期体験学
習で健診のお手伝いをします。

※

ポ　リ　オ(第２回目)

ポリオの接種回数は２回です。※

三種混合(ジフテリア・破傷風・百日咳)予防接種は
５月末までです。対象のお子さんは医療機関での接
種をお忘れなく(対象児には個人通知済みです)。

小学６年生対象の二種混合(ジフテリア・破傷風)予
防接種は次の通り行われます。接種の際、保護者の同
伴が必要です。よろしくお願いします。
　◎5/25(金)岩代小　◎5/29(火)上南部小
　◎5/31(木)・6/5(火)南部小　◎6/1(金)高城小・清川小

●

11:30 ～ 13:00(Ｖショップ南部川店様前)→
14:30～ 16:00(ふれ愛センター)

南部保育所(℡72-4520)
高城保育所(℡75-2044)
清川保育所(℡76-2251)
上南部保育所(℡74-3022)

17日(木)10:00～ 11:00
17日(木)10:00～ 11:00
18日(金)10:00～ 11:00
24日(木)10:00～ 11:00

　　献血の際、恐
　れ入りますが、献血カードか、本人であることを証
　明できるもの(運転免許証など)をご持参ください。

(上保・清保は雨天中止)

　「百害あって一利なし」とい
われるタバコ。タバコを吸う
方は、「分かっちゃいるけどや
められない」ようです。

　でも、タバコは吸う方だけの健康を害するのではあ
りません。家族や周囲の人の健康をも害するのです。そ
う、自分だけの問題ではないのです。
　思い切って、世界禁煙デーをきっかけに禁煙しませ
んか。自分と、大切な家族の健康のために。
　禁煙は、何よりも続けることが大切です。１日、１日
の積み重ねを大事に、さあ今日から始めましょう。

　ふれ愛センターでは、ノルディック・フィットネ
ス・ウォーキングのポールの貸出を始めます。
　スキーのストックのようなポールを持って歩く
このウォーキング方法は、ただ歩くよりも格段に運動量が多
く、体脂肪を減らす効果抜群です。「運動不足やな」と思って
いる皆さん、ぜひお家でチャレンジしてみてください。
　貸出数は10組です(無料)。申し込みはふれ愛センター・保
健師へ。使用方法や貸出期間などは申込受付時に説明します。

123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
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受診希望があるのに申込用紙をまだ送ってないという方
は、すぐ ふれ愛センターへ返送してください。
なお、申込用紙は各種調査も兼ねていますので、希望の
有無にかかわらず返送をお願いします。

)

　ルーシーダットンとは、タイ語で「仙人ルーシーの自己
調整体操」といった意味で、手軽にできて心身共にきれい
になれる体操として広くタイの人々に親しまれています。
　さあ皆さん、メタボリック対策を兼ねてチャレンジして
みませんか。チャレンジしたい方は、当日、直接、会場へ
お越しください。(受付時に血圧・体組成測定を行います)
※動きやすい服装でおいでください。また、タオル、お茶、
　上靴などは各自ご持参ください。

 

(田辺スポーツプラザ講師)

受付 午後7:00～
(講座は7:30～8:30ごろ)



広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け
し
た

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
回
収
は
小
雨
決
行
で
す
が
、

大
雨
な
ど
荒
天
の
と
き
は
中
止

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
止

の
場
合
は
町
内
放
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
流
し
台
か
ら
流
し

て
し
ま
う
と
、
大
き
な
環
境
破

壊
を
引
き
起
こ
す
天
ぷ
ら
油
の

廃
食
油
。
で
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
し

た
ら
肥
料
や
石
け
ん
に
生
ま
れ

変
わ
る
し
、
最
近
で
は
環
境
に

や
さ
し
い
自
動
車
燃
料
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
５
月
25
日(

金)

午
後
５

時
か
ら
28
日(

月)

午
前
９
時
ま

で
、
恒
例
の
廃
食
油
回
収
を
行

い
ま
す
。
今
回
も
ど
う
ぞ
ご
協
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町の花 町の木

町の魚町の鳥

５月７日(月)

５月８日(火)

５月９日(水)

５月13日(日)

高 城 公 民 館

清 川 球 場 駐 車 場

須賀橋上流河川敷

晩 稲 広 場 駐 車 場

共 和 球 場 駐 車 場

岩代集出荷場駐車場

堺 漁 港 駐 車 場

役場第１庁舎駐車場

 8:30～10:30

 8:30～10:30

 8:00～10:00

 8:00～10:00

13:00～15:00

 8:00～10:00

13:00～15:00

 8:00～11:00

５月10日(木)

５月11日(金)

拠 点 回 収 日 時 拠 点 回 収 場 所
　
も
う
使
え
な
い
ト
ー
ス
タ
ー
、

こ
た
つ
や
扇
風
機
…
、
今
年
も

粗
大
ご
み
の
有
料
拠
点
回

収
を
、
次
の
通
り
町
内
各

地
で
行
い
ま
す(
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・

エ
ア
コ
ン
の
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
対
象
製
品
も
引
き
取

り
ま
す)

。

　
ま
た
、
今
回
か
ら
、
使

わ
な
く
な
っ
た
農
機
具
類

の
有
料
回
収
も
同
時
に
行

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
都
合
の
い
い
日

時
、
場
所
で
拠
点
回
収
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
み
や
農
機
具

の
種
類
や
料
金
は
、
こ
の

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
回
収
場
所
な
ど
く
わ
し
く
は

こ
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け

し
た
チ
ラ
シ(

家
庭
粗
大
ご
み
＆

農
機
具
類
拠
点
回
収
の
裏
面)

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
回(

昨
年
11
月
実

施)

の
回
収
総
量
は
、
約
１
２
０

０
リ
ッ
ト
ル(

20
リ
ッ
ト
ル
入
り
ポ
リ

タ
ン
ク
で
約
60
缶)

で
し
た
。

　　
若
い
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
、
４
月
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
改
正
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

一
律
月
額
５
０
０
０
円
だ
っ
た

第
１
子
、
第
２
子
の
児
童
手
当

が
、
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
に
限

り
月
額
１
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
後
の
最
初
の
支
給
月
は
６

月
で
す
。(

但
し
、
３
歳
以
上
の

第
１
子
、
第
２
子
は
こ
れ
ま
で

通
り
５
０
０
０
円
で
す
。
ま
た
、

第
３
子
以
降
は
こ
れ
ま
で
通
り

月
額
１
万
円
で
す)

　

　
受
給
し
て
い
る
方
は
、
今
回

の
改
正
に
伴
う
手
続
き
の
必
要

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
毎
年
出
し
て
い
た
だ

く
現
況
届(

６
月
１
日
現
在)

の

提
出
日
は
６
月
末
で
す
。
く
わ

し
く
は
広
報
６
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。



　
町
の
頼
り
に
な
る
人
権
擁
護

委
員
は
、
生
駒
武
敏
さ
ん(

埴

田)

、原
田
武
俊
さ
ん(

山
内)

、坂

本
さ
わ
ゑ
さ
ん(

東
本
庄)

、
大

前
浩
一
さ
ん(

高
野)

、
大
野
耕

一
さ
ん(

清
川)

で
す
。
　

　
町
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
第

２
木
曜
日(

時
間
は
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分)

、
役
場
第
１
庁

舎
と
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー(

隔
月
交

代)

で
、
行
政
・
人
権
相
談
の
日

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
５
月
は
10
日(

木)

、
ふ
れ
愛
セ

ン
タ
ー
で
、６
月
は
１
日(

金)

、役

場
第
１
庁
舎
と
高
城
公
民
館
の

２
か
所
で
設
け
ま
す(

６
月
は
第

２
木
曜
日
に
は
設
け
ま
せ
ん)

。

　
相
談
は
無
料
で
、
も
ち
ろ
ん

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

19

（直通電話）

役場への電話は、時間短縮
　のためにも、できるだけ用事のある
　課の直通番号へかけてください。

町 民 課
保 険 課
税 務 課
環 境 課
水 道 課
出 納 室
共通ＦＡＸ
総 務 課
商工水産課
企画管財課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
町民課窓口
う め 課
農 林 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
地籍調査課
Ｆ Ａ Ｘ
健康福祉課

72-2161
72-2544
72-2162
72-3111
72-3085
72-2596
72-3893
72-2015
72-1337
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-2400
74-3276
74-3275
74-3277
74-2367
74-3335
74-3347
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

はあと館

生涯学習
センター

１階

２階

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター １階

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-5610
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー
Ｆ Ａ Ｘ
健康福祉課窓口
地域包括支援
センター窓口
Ｆ Ａ Ｘ
下 水 道 課
Ｆ Ａ Ｘ
生涯学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
学校教育課
Ｆ Ａ Ｘ

(社会福祉
 センター)

74-8065
72-1165
74-8013
72-5252
72-5611

青少年センター(住民会館)
高城公民館（高城支所）
清川公民館（清川支所）
南部公民館
南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 72-4141
℡ 75-2455
℡ 76-2250
℡ 72-1400
℡ 72-2127
℡ 72-1410
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

　
５
月
11
日(
金)

〜
20
日(

日)

は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

で
す
。

　
昨
年
中
、
町
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
は
96
件
、
交
通
事
故

で
け
が
を
し
た
方
は
１
０
８
人
、

亡
く
な
っ
た
方
は
３
人
で
し
た
。

交
通
安
全
は
皆
の
願
い
で
あ
る

は
ず
な
の
に
、
交
通
事
故
は
な

く
な
り
ま
せ
ん
。

　
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
歩
く
時
も
、

自
転
車
に
乗
る
時
も
、
車
を
運

転
す
る
時
も
、
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

(

間
違
っ
て
も
、
赤
信
号
な
の
に

小
さ
い
お
子
さ
ん
の
目
の
前
で

横
断
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
…)

　
と
こ
ろ
で
、
交
通
違
反
の
中

で
最
も
悪
質
な
飲
酒
運
転
で
す

が
、
和
歌
山
県
は
、
平
成
18
年
中

の
死
亡
事
故
原
因
に
占
め
る
飲

酒
運
転
の
割
合
が
24
％(

67
件
中

16
件)

と
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位

で
し
た
。
免
許
人
口
10
万
人
当

た
り
の
飲
酒
運
転
取
り
締
ま
り

件
数
も
、
悪
質
違
反
検
挙
件
数

６
６
１
２
件
中
１
５
４
４
件
と
、

全
国
４
位
で
し
た
。
こ
ん
な
不

名
誉
な
記
録
は
早
く
返
上
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

　
お
酒
を
少
し
で
も
飲
ん
だ
ら

絶
対
運
転
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。「
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
え
え
や

ろ
」、
そ
の
１
杯
が
不
幸
な
被
害

者
を
つ
く
る
か
も
し
れ
な
い
、

自
分
の
一
生
を
台
無
し
に
す
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
す
か
ら
…
。

　
５
月
21
日(

月)

〜
27
日(

日)

は

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
行
政
相
談
は
、
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を

受
け
、
そ
の
解
決
や
実
現
に
努

力
す
る
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
声

を
行
政
や
運
営
の
改
善
に
役
立

て
る
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
声

を
き
く
行
政
相
談
委
員
は
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
石

橋
光
生
さ
ん(

東
岩
代)

と
西
川

亮
輔
さ
ん(

西
本
庄)

で
す
。

　
６
月
１
日(

金)

は
、
人
権
に
か

か
わ
る
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
。

ご
遠
慮
な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
県
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員

会
が
、
６
月
４
日(

月)

か
ら
６
日

(

水)

ま
で
「
子
ど
も
の
人
権
１
１

０
番
」(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０
、
ま
た
は
℡
０

７
３-

４
２
５-

２
７
０
４)

を
開

設
し
ま
す(

時
間
は
朝
８
時
30
分

〜
夕
方
５
時
15
分)

。

　
い
じ
め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
、

虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
か

か
わ
る
相
談
を
専
門
委
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
同
専
門
委
員
会
は
、
６
月
７

日(

木)

以
降
も
同
じ
電
話
番
号
で

相
談
を
受
け
ま
す(

土
日
・
祝
日

除
く)

。

　



　
県
観
光
連
盟
な
ど
が
、
９
月

末
ま
で
南
紀
白
浜
空
港
〜
東
京

(

羽
田)

便
ど
ん
ど
ん
使
お
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

　
こ
れ
は
、
搭
乗
券
の
半
券
で

地
域
商
品
券(

み
な
べ
町
な
ら
み

な
べ
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合
発
行

の
商
品
券)

が
も
ら
え
る
と
い
う

も
の
で
、
半
券
１
枚
で
１
０
０

０
円
分
、
往
復
す
れ
ば
２
０
０

０
円
分
に
な
り
ま
す(

但
し
、
対

象
外
の
搭
乗
券
も
あ
り
ま
す)

。

　
国
は
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格

て
い
ま
す(

過
去
に
同
名
の
書
状

な
ど
を
受
け
た
方
、
書
状
な
ど

の
請
求
を
し
な
か
っ
た
方
も
対

象
に
な
り
ま
す)

。

　
該
当
す
る
方
は
、
健
康
福
祉

課(

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー)

に
請
求

書
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
請
求
期
間
は
平
成
21
年
３

月
末
ま
で
で
す
。

　
資
格
要
件
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
は
、
独
立
行
政
法
人
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金(

℡
０
１
２

０-

２
３
４-

９
３
３)

へ
。

　
国
は
、
旧
日
本
赤
十
字
社
救

護
看
護
婦
、
ま
た
は
旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦
で
、
慰
労
給
付
金

の
支
給
対
象
に
な
ら
な
い
方
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
健
康
福
祉

課
に
請
求
書
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
請
求
期
間
は
平

成
21
年
３
月
末
ま
で
で
す
。

　
資
格
要
件
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
は
、
総
務
省
大
臣
官
房
管
理

室 

業
務
担
当(

℡ 

０
３-

５
２

５
３-

５
１
１
１)

へ
。
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平
成
19
年
第
２
回
議
会
定
例

会(
５
月
議
会)

が
５
月
15
日(

火)

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す(

予
定)

。

　
町
議
会
で
は
、
町
民
の
暮
ら

し
に
直
結
し
た
予
算
や
条
例
な

ど
の
審
議
の
ほ
か
、
町
が
行
う

事
業
な
ど
に
つ
い
て
各
議
員
が

質
問
す
る
「
一
般
質
問
」
も
行
わ

れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
て

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

共
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
６
月
１
日(

金)

、
全
国
一
斉
に

商
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
業
、

小
売
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業

所
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

み
な
べ
町
の
対
象
事
業
所
は
約

２
５
０
件
で
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
に
お
け
る
流
通

産
業
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る

も
の
で
す
。
調
査
の
項
目
は
、
事

業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
経
営
組

織
、
年
間
商
品
販
売
額
な
ど
で

す
。
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容

を
統
計
以
外
の
目
的
で
使
う
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

　
対
象
事
業
所
に
は
５
月
下
旬

か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
地
域
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム-

あ
な
た
の
ま
ち
の
未
来

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か-(

和
歌
山
県
主
催)

が
、

６
月
２
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か

ら
、
御
坊
商
工
会
館(

御
坊
市
役

所
隣)

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
な
べ
町
の

未
来
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
入
場
無
料
で
す
が
、
前
も
っ

て
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
21
日

(

月)

ま
で
に
県
庁
市
町
村
課
へ
、

名
前
、
住
所
、
連
絡
先
、
参
加
人

数
を
書
い
て
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
FAX
０
７
３-

４
２
３-

２
４
２
７

▽
メ
ー
ル sichoson-gapei@pref.

wakayama.lg.jp

　
く
わ
し
く
は
、
市
町
村
課(

℡
０

７
３-

４
４
１-

２
１
９
４)

へ
。

者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
外
地
か

ら
の
引
揚
者
、
そ
れ
ぞ
れ
「
本

人
」
に
、
改
め
て
内
閣
総
理
大
臣

名
の
「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し

　
ま
た
、
９
月
末
ま
で
、
通
常
は

片
道
２
６
６
０
０
円
の
普
通
運
賃

が
１
７
５
０
０
円
に
な
っ
て
い
ま

す(

但
し
、
４
月
27
日
〜
５
月
６

日
な
ど
は
除
く
。
搭
乗
日
の
７
日

前
ま
で
に
予
約
が
必
要)

。
　

　
９
月
末
ま
で
に
東
京
方
面
へ

出
か
け
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
飛
行
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

普
段
よ
り
ぐ
ん
と
お
得
で
す
。

　
な
お
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
県
観
光

連
盟(

℡
０
７
３-

４
２
２-

４

６
３
１)

へ
。



　
世
界
各
国
が
国
を
あ
げ
て
国

　
日
本
下
水
道
協
会
県
支
部
が

行
う
平
成
19
年
度
県
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
資

格
認
定
試
験
の
受
験
申
込
書
を

次
の
通
り
配
布
・
受
付
し
ま
す
。

■■■■■５月の人権５月の人権５月の人権５月の人権５月の人権・・・・・行政行政行政行政行政・・・・・登記相談登記相談登記相談登記相談登記相談　
　とき 10日(木)13:30～ 15:30
　ところ　ふれ愛センター(東本庄)
　◆人権相談(人権擁護委員)
　◆行政相談〔国・県・町などへの
　　　苦情や要望〕(行政相談員)
　◆登記相談(和歌山地方法務局田
　　　辺支局職員)
■■■■■６月の人権６月の人権６月の人権６月の人権６月の人権・・・・・行政相談行政相談行政相談行政相談行政相談　
　とき １日(金)13:30～ 15:30
　ところ　役場第１庁舎・高城公民館
■教育相談教育相談教育相談教育相談教育相談(教育相談員)　
　とき 毎週月～金曜日9:00～17:00
　ところ 青少年センター(住民会館)
■育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談(保健師)　
　とき 毎週金曜日9:00～ 12:00
　ところ ふれ愛センター
■暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談(((((町社協町社協町社協町社協町社協)))))　
　とき 毎週月～金曜日9:00～16:00
　ところ 片町 はあと館

５５５５５月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談
◆7日・14日・21日・28日→19:00ま
　で年金相談窓口の受付時間延長
◆12日(第2土曜日)→8:30～16:00、
　年金相談窓口開設。
くわしくは、同事務所(田辺市朝日ヶ
丘 ℡24-0435)へ。

５５５５５月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談
◆ 17日(木)13:30～15:30、南部公民
　館(片町)で。相談員が求人情報を
　提供、また求職の相談を受けます。
　くわしくは、同ハローワーク(田辺
　市朝日ヶ丘 ℡22-2626)へ。

　もし、生活苦、家族の介護、いじ
めなど困ったことがありましたら、
身近な民生児童委員さんに遠慮なく
ご相談ください。親身に相談にのっ
てくれ、また行政との橋渡しをして
くれます。特に子どもにかかわる問
題については、地域担当の民生児童
委員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。
　近くの民生児童委員さんのお名前
やくわしいことは、健康福祉課(℡
74-3337、または℡72-5252)へ。
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無 料
秘密厳守( )

(

試
験
は
７
月
８
日(

日)

、
和
歌

山
大
学
で)

●
配
布
・
受
付
場
所
は
、
い
ず
れ

も
下
水
道
課
で
す
。

●
配
布
期
間
は
５
月
14
日(

月)

〜

18
日(

金)

、
受
付
期
間
は
５
月
21

日(

月)

〜
25
日(

金)

で
す
。

際
テ
ロ
対
策
を
強
化
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
各
地

で
テ
ロ
が
発
生
す
る
な
ど
、
近

年
、
国
際
テ
ロ
の
脅
威
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
も
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
の
も
の
と
さ
れ
る
声
明

の
中
で
攻
撃
対
象
と
し
て
名
指

し
さ
れ
た
ほ
か
、
国
際
テ
ロ
組

織
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
が
潜
伏
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
な
ど
、

国
際
テ
ロ
の
脅
威
と
無
関
係
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
県
警
で
は
国
際
テ
ロ
対
策
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
私
た
ち
の
町
に
テ
ロ
リ
ス
ト

を
入
れ
な
い

○
私
た
ち
の
町
で
テ
ロ
を
起
こ

さ
せ
な
い

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す
。

　
不
審
な
人
や
車
、
荷
物
な
ど

「
あ
や
し
い
な
」「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
、
ど
ん
な
些
細
な

情
報
で
も
結
構
で
す
。
お
近
く

の
み
な
べ
幹
部
交
番(

℡
72-

２

０
２
９)

、
西
本
庄
駐
在
所(

℡

74-

２
１
１
０)

、
清
川
駐
在
所

(

℡
76-

２
０
２
５)

、
ま
た
は
田

辺
警
察
署(

℡
23-

０
１
１
０)

へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

県
支
部
が
、
地
山
の
掘
削
・
土
止

め
支
保
工
作
業
主
任
者
講
習
会

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
19
日(

火)

〜
21
日

(

木)

・
９
時
〜
17
時

■
と
こ
ろ
　
和
歌
山
県
勤
労
福

祉
会
館(

和
歌
山
市)

■
受
講
料
な
ど  

１
６
５
０
０
円

■
申
込
受
付
　
５
月
21
日(

月)

〜

(

定
員
に
な
り
次
第
締
切)

　
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、

同
支
部(

℡
０
７
３-

４
３
６-

１
３
２
７)

へ
。
　

　「
目
に
青
葉
」、
森
林
や
山
の

緑
は
私
た
ち
に
限
り
な
い
恵
み

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
人
類
共
通
の
こ
の
か
け
が
え

の
な
い
財
産
を
守
り
育
て
、
み

ど
り
豊
か
で
活
力
と
潤
い
の
あ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
、

県
民
総
参
加
の
緑
化
運
動
を
推

進
す
る
た
め
、
今
年
も
「
緑
の
募

金
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
募
金
は
、
各
地
域
や
学
校
な

ど
の
緑
化
の
推
進
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
森
林
の

整
備
や
、（
社
）
国
土
緑
化
推
進

機
構
を
通
じ
て
国
際
協
力
な
ど

に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。〔
緑
の
募

金
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

（
財
）
県
緑
化
推
進
会(

℡
０
７

３-

４
４
１-

２
９
７
３)

へ
〕

　
な
お
、
募
金
は
、
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
、
各
家
庭
に
お
願
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



■みなべ町少年野球連盟杯

■こひつじランド第１回育児
講座「親子ピクニック」(小目
津公園)

■南部幼年少、浜あそび
■こひつじランドつどいの広場
ミュージックママ(10:00 ～･南
部公民館)
■ポリオ予防接種(H18年6月～
19年1月生まれのお子さん)(13:
00～･ふれ愛センター)
■高城保、バイキング給食
■南部保、避難訓練

■上南部保、おひさま広場(保育所
開放)、お外で自由遊び(10:00～)
■岩代小、スポーツテスト
■清川中、中間テスト(～25日)

■こひつじランド星の子広場(0
～ 1歳)(10:00～･愛之園保)
■愛之園保、避難訓練
■南部保、絵本の読み聞かせ
(ゆめよみ館)
■高城中、交通安全教室

■清川保、おひさま広場(保育所
開放)、お外で自由遊び(10:00～)
■10か月児健診(H18年6･7月生
まれ)(13:00 ～･ふれ愛セン
ター)(南部中3年生が思春期体
験学習で健診をお手伝い)
■南部小･岩代小、修学旅行(～
19日)
■南部幼、遠足(小目津公園)
■南部中生徒会、ボランティア
(浜の清掃)
■高城保、園外保育

■こひつじランド星の子広場(1～
5歳)(10:00～･ふれ愛センター)
■岩代小、交通安全教室
■上南部小6年、二種混合予防接種
■南部中、中間テスト(～30日)

■上南部中、修学旅行(～18日)･
遠足
■南部幼年少、さんぽ
■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･役場第1庁舎)
■4か月児健診(H19年1月生ま
れ)(13:00 ～･ふれ愛センター)
(南部中3年生が、思春期体験学
習で健診をお手伝い)
■南部保、ミニミニ遠足

■上南部中、中間テスト(～29日)
■こひつじランド星の子広場(0～
1歳)(10:00～･ふれ愛センター)
■ポリオ予防接種(H17 年 12月
～18年5月生まれのお子さん)
(13:00～･ふれ愛センター)
■南部郷教育研究会総会(13:30
～･上南部小)
■南部郷連合PTA総会(17:30～)

■おひさま広場(保育所開放)、
お外で自由遊び(10:00～･南部
保、高城保)
■こひつじランドつどいの広場
たんぽぽ(10:00～･愛之園保)
■とっておきの会（13:30～･ふ
れ愛センター）
■ハローワーク田辺巡回相談
(13:30～･南部公民館)
■ひかり保、遠足(小目津公園)
■高城保･清川保、交通安全教室

■田辺社会保険事務所で年金
相談窓口開設(8:30～ 16:00)
■ひかり保、お花まつり
■みなべ町少年野球連盟杯
■愛之園保保護者会、春の園庭
清掃

５月は
◆緑の募金(1月15日～5月31日)
◆消費者月間
◆原子力エネルギー安全月間
◆水防月間
◆不正大麻･けし撲滅運動(～6
月30日)
◆児童福祉週間(5日～11日)
◆情報通信月間(5月15日～6月15日)
◆禁煙週間(5月31日～6月6日)

◆看護の日

■南部幼年長、磯遊び
■こひつじランド読み聞かせ
サークルおはなしおはなし(10:
00～･南部公民館)
■いきいき講座「タイ式ヨガ&
ルーシーダットン」(19:00～･ふ
れ愛センター)
■高城中、修学旅行(～２日)
■南部小6年、二種混合予防接種

■人権･行政相談(13:30～･役場
第１庁舎･高城公民館)
■高城小6年･清川小6年、二種
混合予防接種

■こひつじランドつどいの広場は
いはい(10:00～･ふれ愛センター)
■清川小、授業参観･PTA 総会
(13:00～)
■人権･登記･行政相談(13:30
～･ふれ愛センター)

■南部幼、幼稚園まつり(創立80
周年記念)
■清川小、交通安全教室(10:30～)

■南部中、修学旅行(～11日)･遠足
■町長杯ゲートボール大会
■こひつじランドつどいの広場よ
ちよち&きらきら(10:00～)･マタ
ニティサロン(13:30～)･愛之園保
■南部幼、参観日･PTA総会
■2歳6か月児健診(H16年 10･
11 月生まれ)(13:00 ～･ふれ愛
センター)

■おはなしの森(10:30～・14:
00～･ゆめよみ館)

◆春の行政相談週間(～27日)

◆世界禁煙デー

2223

■こひつじらんどつどいの広場
ひまわり(10:00～･愛之園保)
■清川小、火災避難訓練(4限)

■南部小6年、二種混合予防接種

■愛之園保、クッキング「おで
かけ弁当」
■3歳6か月児健診(H15年10･
11 月生まれ)(13:00～･ふれ愛
センター)
■いきいき講座「タイ式ヨガ&
ルーシーダットン」(19:00～･ふ
れ愛センター)

■南部幼、避難訓練(地震)
■ひかり保、絵本読み
■こひつじランドつどいの広場
ちくちくam(10:00～･愛之園保)

■地域まちづくりシンポジウム
（13:30～･御坊商工会館）

編集後記 ３月に開催された「第１
回みなべ町なわとび大会」。園児か
ら大人まで大勢のご参加ありがとう
ございました。また、皆さんの前で
ダブルダッチを披露し、みんな喜ん
でくれて大変嬉しかったです。大会
後、サークルへ４人の中学生が新た
に入ってくれました。興味のある人
はぜひ遊びに来てください。また、
小中学校などへ講習会や公演もやっ
ています。問い合わせは、中早良太
まで（良太）

◆全国ごみ不法投棄監視
ｳｨｰｸ(～6月5日)

◆憲法週間(～７日)

◆看護週間(～13日) ◆製品安全点検日

◆春の全国交通安全運動(～20日)

◆国際生物多様性の日

　水道料金(3・4月分)・公共
下水道使用料(3・4月分)・農業集落
排水使用料(4・5月分)の各窓口納付

　水道料金(3・4月分)・公共
下水道使用料(3・4月分)・農業集落
排水使用料(4・5月分)の各口座振替

(9:00～10:30農協本所前→
11:30～13:00Vショップ南部川店様
前→14:30～16:00ふれ愛センター)
■南部幼年中、公園遊び
■こひつじランド星の子広場(0
～5歳)(10:00～･若草公園)
■南部保、クッキング( クッ
キー作り)
■清川保、遠足(小目津公園)
■高城小、避難訓練(地震)

■南部小(小目津公園)･上南部
小、遠足
■上南部保･高城保･清川保、子
どもの日の会
■白梅幼、花まつり(予定)

■みなべ子ども投げ釣り大会(夜
明け～10:00ごろ･南部海岸一帯)
■鹿島クラブ杯中学校ソフトテ
ニス大会
★鹿島神社明神祭

◎日時・場所　第２・４土曜日　
9:00～10:30 南部公民館(片町)
　第１・３土曜日9:00～10:30
生涯学習センター(谷口)
◎対象　小学生

◎日時　毎月第3土曜日　　　
　　　　　　9:30～11:00
◎場所　南部公民館(片町)
◎対象　小学3～6年生女子

◎日時　毎土曜日9:00～11:00
◎場所　南部小学校
◎対象　小学1～3年生

◎日時　毎土曜日8:30～10:30
◎場所　町民運動広場(気佐藤)
◎対象　小学生・一般
　以上の参加申込は、生涯学習
課(℡74-3134)へどうぞ!

◎日時　毎月2・4土曜日　　　
　　　　　　9:00～11:00
◎場所 生涯学習センター(谷口)
◎対象　小学生・中学生
◎申込　中央公民館(℡74-3334)

◎日時　毎週月・火・木曜日
  月・火は15:40～、木は15:00～
◎場所　南部小音楽室(新町)
◎対象　小学4～6年生
◎申込　南部公民館(℡72-1400)

◎日時　18:30～20:00（子ども)
　　　　20:00～21:00(一般)
◎場所　ふれ愛センター(東本庄)
◎対象 子ども(中学生まで)･一般
◎申込　南部公民館(℡72-1400)

５月議会定例会開会(予定)

◆人権擁護委員の日

■家庭粗大ごみ&農機具類･有
料拠点回収(8:30 ～･高城公民
館)･各地で行われる日程や回収
場所については18 ページをご
覧ください
■高城小、スポーツテスト

■高城保･清川保、避難訓練(地震)
■愛之園保、おじいちゃん、お
ばあちゃんとおそうじ大作戦
■岩代小6年、二種混合予防接種
■清川小、スポーツテスト
■廃食油の回収(17:00～ 28日
9:00)･回収場所などくわしくは
この広報紙と一緒にお届けした
チラシをご覧下さい

■南部幼・上南部中、廃品回収
■白梅幼、親子見学遠足(アド
ベンチャーワールド)

■畑﨑龍定さんの童話とえばな
し(10:30～･ゆめよみ館)
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　島ノ瀬ダム（東神野川）では毎年、
桜の時期になると約800 本のソメイ
ヨシノが咲き乱れ、ダムを綺麗に映
し出します。また、東神野川の有志の
皆さん(代表：舩山邦男さん・舩山登
さん)が毎年、ダム上空に「こいのぼ
り」をつけています。こいのぼりたち
は、春風やダム下降から吹き上げる
風にのって、５月初めまで気持ちよ
さそうに泳いでいます。
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